
J apanese J ournal of Applied Psychology 
1980， No. 3・4.，75-80 

事務局だより

第46回大会総会 関西学院大学

日時昭和54年7月7日午後 111寺

議長武田正信会長

議事事業報告 太田垣事務局長

会員数 935名 (6月20日現在。 45回大会時には886

名で，その問の会員移動は，入会72名，退会19名，

物故者4名)

会費納入状況

54年度まで全納者 47.1% 

53 " 

52 " 

i背任運営委員会

76.7% 

86.4% 

45回大会総会以後， 12月 1月， 4月 5月 6月

に慶応義塾大学三田で開催。毎回14-15名が出席され

ている。

機関誌発行正岡常任委員

第2号を発刊。本大会で配付した。次号は3・4合

併号とする。

学術会議関係報告太田垣事務局長。

心理学諸学会関連絡会報告 宮本常任委員。

昭和53年度決算(別紙)， 54年度予算 (別紙)の件

平野幹事。

第45回大会会計報告森副会長。

次期大会開催校

第46回大会 。 会 長 太田垣瑞一郎 会場は慶応義塾大

d -r-。

第47回大会。会長鎖国正一 会場は中京大学。
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昭和 53年 度決算報 告

(昭和53年 4)'J1 日 ~I昭和54年 3 月 31 日)

l佼 入

耳1 目 実行額 予算額

前年度繰越 821，385 821，385 

L、子:u. 3£》2え、 IJ'I: 1，771，600 1，800，000 

過年度分 ( 436，600) ( 600，000) 

本 年 度 分 (1，156，000) (1，200，000) 

次 主|二ら 降 ( 179，000) 50，000) 

新E l反 入 12，503 100，000 

2，605，938 2，721，835 
11 

上記の通りであることを報告いたします。

監査の結果，相違ないことを確認いたしました。

支 社1

項 el 実行悠i 予算額

45回 大会補助 300，000 300，000 

シンポジウム費 12，980 50，000 

同] 日IJ 1~ 771，000 1，160，000 

名 33，000) 。
機関誌 ( 660，000) (1，100，000) 

その{也 78，000) 60，000) 

通 型t 213，950 600，000 

機関誌 ( 139，000) ( 500，000) 

般 74，950) ( 100，000) 

さい ころじす と 33，535 80，000 

連絡会関係 12，600 15，000 

運 営 委 員 会 26，850 45，000 

事務局次 177，865 300，000 

アノレバイ ト費 125，000 200，000 

予 備i 型t 。 151，835 

次年繰越金 932，158 

2，605，938 2，721，835 

日本応用心理学会事務局

監査大島貞夫⑪

鳴海実⑩
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昭和 54 年 度 予 算

l収 入 支 出

項 目 金 移』 項 gl 金 在国

前年度繰 越 金 932，158 46回大 会 補助 300，000 

寺主 土之2〉52、 政' 1，800，000 シ ンポジウ ム 費 50，000 

過年度分 ( 500，000) I'I"J JWI τ4生 1，050，000 

本 年度分 (1，200，000) 機 |刻 ま~t; ( 950，000) 

次年 以 降分 ( 100，000) そ の {也 ( 100，000) 

*11 JI!Z 入 100，000 通 400，000 

機 1'1"1 まfii~ ( 250，000) 

般 ( 150，000) 

さい こ ろ じ す と 100，000 

連絡会関 係費 30，000 

運 営 委 員 会費 50，000 

1先 局 400，000 

ア ノレノf イ ト 'J'f: 250，000 

1'Jl 立 金 (名簿) 100，000 

予 侃i 型t 102，158 

音1- 2，832，158 
11 

2，832，158 

上記予算案につき ましては，常任運営委員会の承認を経てお ります。

日本応用心理学会事務局
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日本応用心理学会第45回大会決算報告

森重敏

l収 入 の If!1 

11 

支 i封 の 部

学会本部からの補助 300，000 印 刷 3是 791，110 

大会会 費 695，700 プログラム論文集 514，000 
諸演要旨

予 約 352，000(2，000円X176)
第 l号通信 6，270 

当日正会員 212，500(2，500円x85) 

臨時会員 100，000(2，500円x40) 第 2号通信 114，120 

二九子比 生 31，200(1，200円x26) 第 3号通信 156，720 
プログラム，原稿用紙)

論文集代金 770，000 
司王 務 質'

掲載半| 345，000(2，500円X138)
(学会事務センタ ー依託) 141，320 

予約半l 425，000(2，500円X170)
広告，展示関係費 25，000 

プログラム代金 1，000( 200円X 5) 
人件費(学生，係員) 180，500 

懇親会費 57，000(2，500円X 23) 
ヲ¥' 、~ イ勺 109，500 

プログラム論文集掲載
200，000 懇親会開催~~ 113，500 

広告'i!!:

寄 付 30，000 説I 金 125，000 

大会食事代(講師，学生) 15，000 

シンポジス ト， fWtl叩，車代 100，000 

ム~ 場 3生

(備IE:，什探類，運送費) 40，000 

~ ぷ口〉、 3是 120，000 

議師寺7打合せ 20，000 

消耗品，事務用品，コピー代 50，000 

通信，郵送 'i!!: 150，000 

刻b 3生 92，770 

ぷ仁弘E、 音| 2，053，700 ぷ口入 2，053，700 



名誉会員推薦

46回大会において，次の 3名のかたが新たに名誉会員

に推薦された。

兼子宙，玉岡 忍，最原↑互男

常任運営委員会 (前回報告以後)

昭和54年 5月29日.出席者武田， 消宮， 今井， 高

出島，宮本，森，大村，大j協，石毛，児玉，神{乍，長谷

川，太田垣，平野

学術会議，連絡会等の報告事項に続き，機関誌2号の

進行状況と 7月大会H寺に配付したいこと。次期会長に太

閏垣事務局長が予定されたこ とから，後任事務局長につ

いて協議し，斎藤幸一郎常任委員が選出された(任期 2

年)。新入会員24名承認。

6月26日 出席者森，恩医1，大脇，高嶋， 宮・本，長

谷川， 神作，太田垣，斎藤，平野

学術会議では心理学情報センター設立問題に各学会か

らの意見が求められていること， 46回大会総会議題の決

定，秋のシンポジウム開催予定の相談など。

9月25日 出席者恩田，安倍，正田，永丘，大j協，

長谷川， 奥沢，堀内，児玉， 亀井， 森， 石毛， 太田

垣，斉藤，平野

46回大会，心連絡会，学術会議関係報告。機関誌は次

号は 3・4号合併号とし，本年度内に発行する。

シンポジウム案は，大j協常任委員が中心にまとめら

れ，医11際児童年という こと もあり 「ノ、ンディキャップ児

に関するもの」を取上げる。開催日は12月1日を決定。

12月1日:出席者森，松村，長谷川， 石毛，正田，

亀井j:，奥沢，中川大倫，太田垣，斎藤，平野

心連絡会など報告事項。大村常任委員が日本心辺学会

常任理事に就任されたため，かねて応心常任委員を辞退

されていたことを協議した結果，常任を外し，運営委員

とするように決定した。

昭和55年1月29日 :出席者武田， 大村， 高山鳥， 宮

本，児玉，森，太田垣，斎藤，奥沢，大l協，西岡， 平

野，松尾

議事 0，心理学諸学会関連絡会関係 (宮本)

学会員名簿が不完全で， 日文の発送手続に支

障。 8号の編集に着手。

0学術会議関係(太田垣，斎藤)

O第46回大会決算について(武田)

0第47回大会準備状況(太田垣)

O機関誌発刊準備状況(平野)

0公開シンポジウム開催について
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本年は 6月頃に行ないたい。テーマは次回ま

でに考えておく。

3月11日 :出席者高嶋，堀内，大脇，今井，やIl作，

宮本，森，斎藤，太田垣， 兼子， 恩医1， 児玉， 長谷

川，松村，平野，松尾

議事 Oi¥兵宮名誉会員にご香料を送る。

O公開シンポジウムについて

6月中土曜日に実施， オーガナイザー長谷

川，奥沢。テーマは家庭内暴力の問題を取上

げる。次回までに具体化。

047回大会関係

慶応義塾大学三田校舎を予定していたが，事

情で日吉校舎に変更。 1号通信は発送済み。

2号通信を 5月 3号通信は10月に予定。大

会は11月23-24日とする。シンポジウムのテ

ー7 は未定。次回までにはほぼ回めたい。

公開シンポジウム開催

日時 12月11=1 (土)午後 21侍-5時半

場所慶応義塾大学三田西校舎

Tーー守F

普通学級で・育つハンデ、ィキャッ プ児

司会

高矯たまき 日本女子大学

講演者

林宏子茨木市立中津小学校

(クラスにおける集団参加の側面から)

大!協三恵子 国立身体障害者リハビリテーショ

ン ・センター

(難JUs(児問題)

鈴木陽子早稲田大学

(学習障害児をめぐって)

高橋哲也府中第二小学校

(情緒障害児，肢体不自由児問題)

当日は土曜日の午後ということもあってか，参会者は

約40名と小規模であったが，講演者は上記のような観点

から発言され，内容のある会であった。
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役員交替

会長交替等一部変更がありましたので，お知らせいたします。

(1979年12月現在)
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太田垣瑞一郎会長

監査委員

大島貞夫

宙
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良
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子
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沼
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鶴
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松
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玉岡

長谷 川

松井三

山 下俊

実
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伊吹 山 太郎

北村晴朗

鈴 木信

中村-弘道

増田幸

山 本 晴

月鳥

名 誉会員

天野利武

狩野広之

鈴木清

豊原恒男

正戸茂

真 辺春蔵

結城錦
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